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ソ
ト
コ
ト
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
た
め
の
新
聞
が
ス
タ
ー
ト
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
、
現
場
か
ら
熱
く
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

連
休
に
被
災
地
各
地
で

ボランティア

右／炊き出しやフリーマーケットなど、人々が1か所に集まる機会
を増やし、そうした場で被災者と医療ボランティアとの間に信頼
関係を築いてゆくことも、被災者の精神的ストレスを和らげ、心
のケアを行うための有効な手段となる。左上／泥出し作業に出発
する朝、全体集会を行うNGO「ピースボート」のボランティアた
ち（石巻専修大学にて）。左下／ボランティアの大多数は個人や少
数グループで、社協センターに登録し、1日単位で作業を割り振ら
れる。泥出しなど、地域の復旧作業が中心だ。

写
真
・
文
＝
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ャ
ー
ビ
ス（
ソ
ト
コ
ト
編
集
部
）

　翻
訳
＝
戸
叶
淳
介

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
、

被
災
地
は
予
想
ど
お
り
の
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
な

っ
た
。
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
毎
日
約
８
０
０
０
人
も
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
様
々
な
支
援

活
動
に
派
遣
さ
れ
た
ほ
か
、

N
G
O
所
属
の
数
千
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
各
被
災
地
を

訪
れ
た
。
国
内
で
同
時
に
行
わ

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
は
、
過
去
最
大
規
模
に
達
し

た
と
い
え
る
。
こ
の
勢
い
を
保

て
る
か
ど
う
か
が
今
後
の
課
題

と
な
る
。

　
各
被
災
地
で
は
大
規
模
な
清

掃
活
動
が
続
い
て
い
る
が
、
瓦

礫
の
山
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

当
分
は
か
な
り
の
人
手
が
必
要

だ
。
救
援
物
資
の
仕
分
け
も
同

様
だ
。
女
性
被
災
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
数
も
足
り
て
い
な
い
。
石

巻
市
渡
波
地
区
で
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、
自
衛

隊
員
に
よ
る
支
援
物
資
の
配
布

に
、
N
G
O
「
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
」

の
女
性
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
協
力

し
た
。
こ
れ
は
、
女
性
用
の
支

援
物
資
を
男
性
の
自
衛
隊
員
か

ら
受
け
取
る
の
を
た
め
ら
う
女

性
被
災
者
た
ち
へ
の
配
慮
だ
っ

た
。
だ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
が
最
も
必
要
と
さ
れ
る
の

は
、
被
災
者
へ
の
長
期
的
な
心

の
ケ
ア
だ
。
こ
れ
に
は
様
々
な

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き

た
１
９
９
５
年
が
日
本
で
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
い

わ
れ
る
が
、
規
模
が
大
き
か
っ

た
今
回
の
震
災
で
は
、
C
S
R

活
動
（
企
業
の
社
会
的
責
任
活

動
）
に
よ
る
支
援
が
最
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
イ
ン
フ
ラ
は
整
備
さ
れ
、

様
々
な
支
援
ニ
ー
ズ
に
生
か
さ

形
で
の
支
援
が
必
要
だ
。
一
方

で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
の
人
手
不
足
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
仕
事
や
学
校
へ
戻
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、

仕
方
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
。

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支

援
態
勢
・
受
入
態
勢
が
進
ん
で

い
る
現
状
を
考
え
れ
ば
、
避
け

ら
れ
る
は
ず
の
問
題
だ
。

れ
て
い
る
。
被
災
地
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
温
か
く
迎

え
入
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
日

本
全
国
か
ら
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通
じ
て
、
数
多
く
の

人
々
が
東
北
に
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
は
震
災
が
も
た

ら
し
た
最
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変

化
の
一
つ
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

支
援
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

過
去
最
大
規
模
の

”ご
っ
た
が
え
し“

渋滞などの問題もあるが、被災者とボランティアたちの間には強い「心の絆」が生まれ、感動を呼んでいる。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
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大
宮
神
社
で
８
５
０
人
が
手
助
け

石巻

こ
ど
も
の
日
が

や
っ
て
き
た

http://sotobora.net/

上／祭りでは、避難所で暮らす子どもたちがさまざまなゲームを楽しんだ。中
／手製の「お地蔵様」を作るコーナーでは、参加者たちが、津波犠牲者への哀
悼の念や家族を失った悲しみや喪失感をそれぞれのお地蔵様に込めていた。下
／ヘアカット・サービスや、東京の中川重徳先生をはじめとするボランティア
弁護士による無料法律相談も人気が高かった。

田
上 

徹
さ
ん（
40
）

「
考
え
る
よ
り
行
動
！
」を
伝
え
る

肥後の熱き魂を陸奥国へ

　
石
巻
市
・
渡
波
地
区
の
「
小

宮
神
社
子
供
祭
り
」
は
、
あ
る

偶
然
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に

実
現
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
名
古
屋
か
ら
石
巻
を
訪
れ

て
い
た
肥
田
浩
さ
ん
は
、
あ
る

日
、
津
波
に
荒
ら
さ
れ
た
小
宮

神
社
を
通
り
か
か
っ
た
。
そ
し

て
宮
司
か
ら
、
住
民
の
大
部
分

が
避
難
所
で
暮
ら
し
て
い
る
た

め
、
毎
年
「
こ
ど
も
の
日
」
に

同
神
社
で
開
催
さ
れ
る
祭
り
が

今
年
は
中
止
に
な
る
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
間
も
な
く
名
古
屋

に
戻
る
予
定
だ
っ
た
肥
田
さ
ん

は
、「
桜
が
咲
く
頃
に
は
戻
り
、

伝
統
の
祭
り
が
今
年
も
開
催
で

き
る
よ
う
協
力
す
る
」
と
宮
司

に
約
束
し
た
。

　
田
上
さ
ん
が
被
災
地
を
初
め

て
訪
れ
た
の
は
、
４
月
上
旬
だ

っ
た
。
地
元
・
熊
本
の
有
名
イ

ン
ド
料
理
店
『
イ
ン
ド
食
堂
』

を
経
営
す
る
友
人
と
、
石
巻
に

1
週
間
滞
在
し
、
泥
出
し
作
業

に
参
加
し
た
。
困
っ
た
人
々
を

助
け
よ
う
と
、
自
分
を
捨
て
て

働
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
に
感

動
し
た
田
上
さ
ん
は
、
あ
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
地
元
の
人
々
に
広

め
よ
う
と
決
心
し
た
。
そ
れ
は
、

「
考
え
る
よ
り
行
動
！
」。
シ
ン

プ
ル
だ
が
パ
ワ
フ
ル
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
だ
。

　
熊
本
で
も
多
く
の
人
々
が
被

災
地
を
応
援
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
行
動
で
示
さ
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。
そ
う
信
じ
る
田
上

さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
者
を
地
元
で
募
集
し

始
め
た
。『
イ
ン
ド
食
堂
』
に
写

真
付
き
の
募
集
広
告
を
掲
げ
る

と
、
多
く
の
常
連
客
が
興
味
を

示
し
た
。
ま
た
、「
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
」
に
被
災
地
で
撮
っ
た
写

真
を
大
量
に
掲
載
す
る
と
、
さ

ら
に
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
参

加
希
望
者
は
約
50
人
に
の
ぼ
り
、

そ
の
う
ち
９
人
が
10
日
間
の
活

動
に
参
加
し
た
。『
イ
ン
ド
食

堂
』
は
田
上
さ
ん
ら
の
活
動
の

事
実
上
の
「
P
R
本
部
」
と
な

り
、
そ
の
後
も
さ
ら
に
多
く
の

人
々
が
約
１
６
０
０
キ
ロ
離
れ

た
被
災
地
と
「
心
の
か
け
橋
」

を
築
こ
う
と
し
て
い
る
。

社
の
瓦
礫
を
撤
去
し
、
祭
り
の

準
備
を
進
め
た
。
集
ま
っ
た

人
々
の
多
く
は
各
分
野
で
活
躍

す
る
専
門
家
で
、
祭
り
当
日
に

は
炊
き
出
し
や
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、

各
種
相
談
な
ど
、
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
。
こ
う
し
て

「
子
供
祭
り
」
は
被
災
者
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
触
れ
合
い
、
散

り
散
り
に
な
っ
て
い
た
地
元
住

民
同
士
が
つ
な
が
り
を
取
り
戻

す
場
に
な
っ
た
。
祭
り
を
訪
れ

　
５
月
に
入
る
頃
、
肥
田
さ
ん

ら
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
着
手
し

た
「
子
供
祭
り
計
画
」
の
噂
は

た
ち
ま
ち
広
ま
り
、
８
５
０
人

を
超
え
る
協
力
者
が
集
ま
っ
た
。

肥
田
さ
ん
は
彼
ら
と
と
も
に
神

た
２
０
０
０
人
の
人
々
は
、「
こ

ど
も
の
日
」
を
祝
う
と
同
時
に

地
域
再
生
へ
の
希
望
と
意
欲
を

分
か
ち
合
っ
た
。
渡
波
に
残
っ

た
住
民
は
４
月
に
は
わ
ず
か
６

世
帯
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
戻
り

始
め
、
今
で
は
27
世
帯
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
復
興
が
進
み
、

共
同
の
キ
ッ
チ
ン
や
ラ
ン
ド
リ

ー
も
開
設
さ
れ
て
い
る
。

来
年
の
「
子
供
祭
り
」

で
は
神
輿
も
復
活
す
る

予
定
だ
。

伝
統
の
祭
り
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で

GWが終わっても
ボランティアを募集中！

臨場感たっぷりの
ドキュメントコラム

島田雅彦さんらによる
チャリティ書店オープン

Recruitment

Column

Charity

NPO法人オンザロードでは、宮城県石
巻市、女川町で支援活動を行っている。
瓦礫の撤去、掃除が作業のメインだが、
担当地域のニーズ調査など体力仕事だ
けじゃないニーズもあります。

震災直後からRQ市民災害救援センター
でボランティア活動を続けるフリーラ
ンスフォトライターの牧野さんが、ソ
トボラにてコラムを執筆中。ボランテ
ィア現場の空気感を届けている。

作家たちが自著を提供し、サインやメ
ッセージを施してプレミア本にして販
売。最小限の管理コストを除いた全額
が日本赤十字などに寄付される。すで
に完売本も多数。要チェック！

http://www.saigaishien.jp/

http://sotobora.net/column04.html

http://fukkoshoten.com/

オンザロード

牧野佳奈子のレスキュー余録

復興書店

災害ボランティア
支援情報サイト

ソトコトでは、東日本大震災で
活躍するボランティアを

支援するための情報サイトを
オープンしました！
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　都市計画専門の建築家を集めた

NGOで、改革を成功させたり、それを

長続きさせるには、コミュニティの中か

らの視点でなければならない、という

信念から、行政などに頼らず、住民自

らの力を引き出し自信をつけていく方

法を推進している。コミュニティにとっ

て何が望まれる環境なのかを、オアシ

スというゲームソフトを利用しながら試

行錯誤し、未来をデザインしたり、ブ

ラジル各地から若者を集めて社会参

加意識や共同作業の大切さを説く

コミュニティの
エネルギーを開拓する

Michio Suzuki

エジガール・ゴーヴェイア
NGOエロス（絆）創設者

30日間のリーダー育成プログラム

「武器を持たない戦士」など、ユニー

クな教育方法を編み出している。ここ

で学んだ未来のリーダーたちは、チー

ムワークや協力体制というスピリットと

テクニックを各コミュニティへ持ち帰

り、カンフル剤となるべく習ったことを

実践する。時間をかけたトレーニング

は、「小さなツボを押さえて大きな結果

を呼ぶ“社会の鍼治療”なのです」と

エジガールは言う。

□□□□□□□□□１□□□□□

http://www.institutoelosbr.org.br/

　ブラジルにおける市民銀行の草分

けパルマ銀行の総合コーディネータ

ー。共同体が独自に構築する地域経

済システムを通じて、所得や雇用を

創出するプログラムを実践する。貧

困層の多いブラジル北東部セアラ州

のファヴェーラ（スラム）地区パルメイ

ラは人口3万。電気も上下水道も学

校もなかったが、１９８１年の住民協

会設置から始まり、地域住民が協力

し合って自身の手で環境を整備するよ

うになった。生産・販売・サービスなど、

地域独自の通貨「パルマス」で
経済活動の仲間入り

Michio Suzuki

ジョアン・ジョアキン
市民銀行パルマ運営

相互作業によりコミュニティ全体の生

活向上を図る。コミュニティ独自の通

貨を導入し、購買力、販売力を少し

ずつ養い、経済社会からはみだしてい

た人々を経済活動に引き入れた。パ

ルマス銀行は少額の貸付を行い、事

業開始への便宜を図る。地道な努力

でコミュニティ内での自給自足をほぼ

満たし、犯罪率も下がった。銀行設

立から12年、この例を学ぼうと他地

域からの訪問客が増え、観光施設を

整備している。

http://www.bancopalmas.org.br/

「世の中を変えるのは共同作業、今すぐ始めよう」とエジガール氏。 洋裁、小売業、サービス業などの職業訓練プロジェクトも同時に進行している。

コミュニティ内だけで流通する通貨「パルマ」。地域内ではパルマ経済をより活発にするため、パルマで買い物を
すると割引がつくことが多い。パルマ銀行専用のクレジットカードや女性専用の貸付、家屋リフォームローン、農
業ローンなど低金利の便宜がある。

若者リーダー育成プログラム「武器を持たない戦士」では各地から集まった若者を、地元のコミュニティ（都市の
隔離された貧民窟や貧しい漁村など）に送り込み、住民にとってどんな文化活動や社会活動が求められ自分た
ちが何ができるのかを徹底的に探究する。 ©

R
uchir
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波風を乗り越えて人生を築く

Michio Suzuki

ロナルド・モンテイロ
社会事業家

　リオに社会文化総合センターを設立し、
都市周縁住民にコンピュータ等の教育事
業を行う。元誘拐強盗犯。14歳からドラッ
グや恐喝を続け33歳のときに逮捕されて
服役、その間に教育を受け心を入れ換え
社会福祉プロジェクトを学ぶ。出所後、か
つて誘拐したことのあった企業家に正式に
雇われたという、その強烈な経験をもとに、
職や教育に恵まれない人々にチャンスを作
る社会活動にまい進している。人はどのよ
うに学び、どのように生きるべきかをテレビ
などで語っているが、その言葉には説得力
がある。

自らの特異な体験が社会の底辺にいる人々の
共感を呼んでいる。

http://www.iee-umachance.org.br/

家屋建築から経済活動まで

Michio Suzuki

オズワルド・セッティ
住居環境整備NGO運営者

　低所得者層の家族が、マイホームを建
てたり、職業的な向上を図ったり、コミュニ
ティの中で人間としての責任を追及しなが
ら環境づくりに努める、人間教育を含めた
居住プロジェクトAçao Moradiaを主宰す
る。文化教育、食物栄養、コミュニティの
互助的産業振興を柱に、総合的な視点か
ら共同体としての活動を支え、地域市民の
自信や自尊心を育てる。ブラジル中部ミナ
ス州で家屋建築と並行して17のプロジェク
トを推進している。現在320家族1200人
が参加し、自らの活動でその恩恵が受けら
れる形になっている。

建物と同時に生きることへの自信も打ち立てる

http://www.acaomoradia.org.br/

アマゾン奥地の住民にも持続的な生活を

Michio Suzuki

ニーロ・ヒグチ
森林管理調査エンジニア

　1952年パラナ州生まれの日系二世。
国立アマゾン研究所をベースに、世界最
大の淡水魚ピラルクー（体長約1.5メート
ル）の乱獲を制御し、それを管理する指導
を行い、採集経済に頼る奥地の川岸住民
に持続可能な産業をもたらすプロジェクト
を草案、運営している。7年かけて年間30
トンを確保できるようになった。また、木材
の価値を住民に教えながら、森林の倒木
や木材を採ったあとの廃材を利用し、木工
製品として価値を生ませる試みにも挑戦
中。アマゾン森林が人間にとってどんな役
割をするかを研究している。

「自然に対しての畏怖より沽券を守るための政
治力が勝ってはダメです」

http://www.inpa.gov.br/

持続的であるためにビジネスとなる企業に

Michio Suzuki

リカルド・オリヴェイラ
ハーバード大学教授

　コンサルタント、思想家、作家。1980
年代に都市開発および都市生活における
諸問題解決を目的とした市民のためのテク
ノロジー相談センター（ITC）を立ち上げ
た。のちに未来の可能性を視野に入れ、
マーケティング要素を取り入れた収入を伴
う方法を開拓する。また利益をあげる企業
や企業のエグゼクティブを啓蒙、教育する
ことで、効率よく町の開発を進めたり社会
貢献につながるよう導いている。大企業と
その対極にある途上コミュニティの両方が
コンサルタント業務におけるクライアント。
□□□□□□□□□１□□□□□□□

コンサルタントとしての仕事は、未来を見据えたビ
ジネス展開を勧めること。

http://ricardoneves.com.br/

グリーン経済が世界の危機を救う。

Michio Suzuki

ロベルト・シケイラ
生物学者

　ブラジル北東部ペルナンブコ州の海岸
山脈地区に位置するチャールズ・ダーウィ
ン・エコロジーセンターで、地域の動物相・
植物相を大学や研究所とともに調査する。
海岸山脈はもともとアマゾンに匹敵する豊
かな動植物相を持つが、国内のほとんどが
破壊されてしまった。ロベルトは独自のテク
ニックを開発し、ゴールデンライオンタマリ
ンはじめとする絶滅の危機に瀕する動植
物保護・繁殖に力を注ぐ。豊かな自然を
教育材料に、サイエンス・ツーリズムの名
前で環境意識の啓発に努めている。
□□□□□□□□□１□□□□□□□

60ヘクタールの敷地内で142種の鳥類、49種
の哺乳類が確認されている。

http://www.rbma.org.br/　　

奥深い自然の知恵を現代に

Michio Suzuki

ジュランジール・シリジヴェ
インディオ文化普及NGO主宰

　ブラジル先住民シャヴァンテ族。先住民
全体の伝統・文化の保護・普及を目的と
したNGO、IDETIを主宰する。1967年マ
ット・グロッソ州のインディオ保護区で生ま
れる。部族の長老たちの方針により、伝
統文化やアイデンティティを守る方策の一
環として、白人社会で義務教育を受け、シ
ャヴァンテ族の通訳として常に白人社会と
の間に立ち、先住民問題の先端に触れ
る。保護区の衛生環境管理を行うと同時
に、ブラジル政府のインディオ保護局と連
携しながら、文明社会に広くインディオ文
化の理解を求める活動を行う。

「森、動物、天文、薬草、川な
どインディオのもつ知恵は文
明社会の頭では理解できませ
ん」

http://www.ideti.org.br/
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